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େֶੜෆొ޲܏ߍई౓の։ൃʢଓใʣ

De v e l o p m e n t  o f  a  Sc a l e  t o  M e a s u r e  t h e  Te n d e n c i e s  o f  Un i v e r s i t y  St u d e n t s  t o  
n o t  At t e n d  Cl a s s e s  ( Se c o n d  R e p o r t )  

ᇼ஭　ಇ❶（T os h iaki HO R I I ）　　学校教育ㅮᗙ（ෆ 3 3 1 2 ）（h orii@ y nu. ac . j p ）

Ⅰɹ໰୊ͱ໨త
　大学生の不Ⓩ校に関する研究の動ྥを㋃まえると、主に 1 9 9 0 年代より研究が進み、「不Ⓩ校の大

学生ᩘ」「不Ⓩ校の࢖ࢱプ・背景要因」「不Ⓩ校の事౛・対ᛂ」に関する研究の成ᯝが相ḟいでሗ࿌

されるようになった（ᇼ஭ , 2 0 1 3 a）。しかし、不Ⓩ校ഴྥのᐇド研究のⓎᒎが今一つఙࡧᝎみ、そ

の背景には、大学生の不Ⓩ校ഴྥを 定する᭷ຠなᑻᗘ、すなわち信㢗性とጇ当性を༑分にഛえた

ᑻᗘが存在しないことにあると考えられ、ᇼ஭（2 0 1 3 b ）は大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘの㛤Ⓨに着手した。

　その研究では、大学生の不Ⓩ校ഴྥ（大学の正ㄢ活動に対するᅇ㑊ഴྥ）を 定する 1 2 㡯目の

ᑻᗘ、すなわち大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘ（以ୗ、本ᑻᗘ）がᵓ成され、大学生 5 4 4 人を対㇟にᐇ᪋さ

れた。教♧文は「あなたの大学生活の様子や気持ちについておᑜࡡします。ḟのことがらが自分に

「あてはまる」か「あてはまらない」か、その⛬ᗘをۑで囲んでୗさい」となっている。ྛ㡯目に

対するᅇ⟅は、「非ᖖにあてはまる（㸴点）」「あてはまる（㸳点）」「ややあてはまる（４点）」「ど

ちらともいえない（３点）」「ややあてはまらない（㸰点）」「あてはまらない（㸯点）」「඲↛あては

まらない（㸮点）」の㸵௳法で求めるもので、得点が高い࡯どྛ㡯目の意࿡する不Ⓩ校ഴྥが高い

ことを表す（㏫㌿㡯目を㝖く）。因子分析の⤖ᯝ、Ⓩ校ᅇ㑊行動とⓏ校ᅇ㑊感情の㸰因子がᢳ出され、

それࡒれୗ఩ᑻᗘ化された（ᑻᗘ㡯目は表㸯に♧す）。Ⓩ校ᅇ㑊行動は、「欠ᖍしがちなᤵᴗがある」

「なんとなく大学に行かないことがある」などの㡯目からᵓ成され、大学࡬のⓏ校をᅇ㑊する行動

的側面を表す。また、Ⓩ校ᅇ㑊感情は、「日᭙日のኪ、明日 大学に行きたくないと思うことがある」

「ᮅ、今日は大学に行きたくないと思うことがある」などの㡯目からᵓ成され、大学࡬のⓏ校をᅇ

㑊する感情的側面を表す。本ᑻᗘの C ronb ac h のȘಀᩘと෌検ᰝ信㢗性ಀᩘは༑分な್を♧した。

表１　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘࡢ㡯┠

ᑻᗘ１：Ⓩᰯᅇ㑊⾜動
　1　Ḟᖍࡕࡀࡋなᤵᴗ࠶ࡀる
　2　な࡜ࢇなࡃ኱学に⾜࠿な࠶ࡀ࡜ࡇ࠸る
　3　኱学ࢆఇみ࠶࡛ࡕࡀる
　4　ᤵᴗࢆ㐜้࠶࡛ࡕࡀࡋる
　5　኱学に⾜ࡶ࡝ࢀࡅ࠸ࡓࡁなࡅ⾜࠿ࡐな࠶ࡀ࡜ࡇ࠸る
　6　୍᪥ࡢᤵᴗࢃ⤊࡚࡭ࡍࡀる前にᖐᏯࡍる࠶ࡀ࡜ࡇる

ᑻᗘ㸰：Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟
　1　᪥᭙᪥ࡢኪ、᫂᪥�኱学に⾜ࡃࡓࡁな࡜࠸ᛮ࠶ࡀ࡜ࡇ࠺る
　2　ᮅ、௒᪥ࡣ኱学に⾜ࡃࡓࡁな࡜࠸ᛮ࠶ࡀ࡜ࡇ࠺る�
　3　኱学ࡃࡽࡤࡋࢆఇみ࡜࠸ࡓᛮ࠶ࡀ࡜ࡇ࠺る�
　4　୍᪥ࡢᤵᴗࢃ⤊࡚࡭ࡍࡀる前にᖐᏯࡃࡓࡋなる࠶ࡀ࡜ࡇる
　5　኱学に⾜ࡣࡢࡃᴦ࠸ࡋ㸦ὀ：㏫㌿㡯┠㸧�
　6　ཧຍࡃࡓࡋな࠸ᤵᴗ࠶ࡀる
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　さらに、大学生 2 0 6 人のࢹーࢱより、本ᑻᗘはそれと概念的に関㐃がண されるᑻᗘ（対人ᜍᛧ

心性ᑻᗘ（ᇼ஭・小川 , 1 9 9 6 , 1 9 9 7 ）、対人ᜍᛧ心性ᑻᗘϩ（ᇼ஭ , 2 0 0 6 a）、日本∧ SD S 自己ホ౯ᘧ

ᢚうつ性ᑻᗘ（⚟⏣・小ᯘ , 1 9 8 3 ）、アࣃシー心理性᱁ᑻᗘ（ୗᒣ , 1 9 9 5 ）、同一性対同一性ᣑᩓの

 定ᑻᗘ（R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧（ᐑୗ , 1 9 8 7 ）のୗ఩ᑻᗘ））と᭷意な相関を♧し

た（表㸰）。また、大学生 1 9 0 人のࢹーࢱより、本ᑻᗘは年㛫欠ᖍ日ᩘと᭷意な相関を♧した。本

ᑻᗘは心理ᑻᗘとして一定Ỉ‽以ୖの信㢗性（ෆ的ᩚ合性・Ᏻ定性）とጇ当性をもつことが確ㄆさ

れている。

　表㸰より、本ᑻᗘで 定される不Ⓩ校ഴྥと他の心理的特性との関㐃が検討され、不Ⓩ校ഴྥの

特ᚩの一➃が明らかにされた。しかし、今後不Ⓩ校ഴྥのᐇド研究をᒎ㛤するୖで、本ᑻᗘで 

定される不Ⓩ校ഴྥの特ᚩをより明確に捉えておく必要がある。先行研究の▱見およࡧ学生相ㄯ

の経㦂的▱見にᇶ࡙くと、大学生の不Ⓩ校およࡧ不Ⓩ校ഴྥは、「࣓ンࢱル࣊ルス」「適ᛂ」「ࣃー

ティ一⯡」「自己・自我」「動ᶵ࡙け・ㄆ▱」「対人関ಀ」などの多様な心理的特性とᐦ᥋なࣜࢼࢯ

関㐃にあることがண される（౛㸸ᇼ஭ , 2 0 0 6 b 㸹஭ᓮ他 , 2 0 0 9 㸹小ᰗ , 1 9 9 6 㸹㕥木他 , 2 0 0 4 㸹高ᶫ , 

1 9 9 6 㸹高塚 , 2 0 0 0 , 2 0 0 2 㸹ὠ⏣他 , 2 0 0 8 㸹㭯⏣他 , 2 0 0 2 ）。そこで本研究では、本ᑻᗘで 定される

不Ⓩ校ഴྥと、それと関㐃がண される多様な心理的特性との関㐃を分析し、その⤖ᯝを࿊♧する

ことを目的とする。このような研究は本ᑻᗘのጇ当性をさらに検討するためにも意義があると考え

られる。

表㸰　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜㛵㐃ᑻᗘࡢ࡜┦㛵㸦ᇼ஭ ��2013E�

኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動 �.88� Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟ �.78�

ᑐேᜍᛧᚰᛶᑻᗘ

　⮬ศࡸ௚ேࡀẼになるᝎみ �.85�　　 　�����.05 ����　�.21**

　㞟ᅋに⁐ࡅ㎸ࡵな࠸ᝎみ �.90� ���　��.16* ���　��.29***

　♫఍ⓗሙ㠃࡛ᙜᝨࡍるᝎみ �.87� ���　��.22** ����　�.38***

Ẽになるᝎみࡀ┠　 �.91� ���　��.22** ���　��.41***

　⮬ศࢆ⤫ไ࡛ࡁな࠸ᝎみ �.83� ���　��.31*** ���　��.39***

るᝎみ࠸࡚ࢀ⑂に࡜ࡇるࡁ⏕　 �.84� ���　��.21** ���　��.41***

ᑐேᜍᛧᚰᛶᑻᗘϩ

　ຎ➼ᜍᛧ �.78� ���　��.16* ���　��.32***

　⿕ᐖᜍᛧ �.86� ���　��.23** ����　�.37***

　⮬ᕫど⥺・㓶ᙧᜍᛧ �.80� ���　��.21** ����　�.35***

　Ꮩ❧・ぶᐦᜍᛧ �.81� �　����.21** ����　�.38***

　ຍᐖᜍᛧ �.81� ��　���.22** �����　.34***

᪥ᮏ∧ 6'6 ⮬ᕫホ౯ᘧᢚࡘ࠺ᛶᑻᗘ

　ᢚࡘ࠺ᛶ �.82� ���　��.30*** �����　.45***

ーᚰ⌮ᛶ᱁ᑻᗘࢩࣃ࢔

　ᙇࡢࡾなࡉ �.66� ����　�.21** �����　.33***

　⮬ศࡢなࡉ �.75� ����　�.22** ���　��.40***

　࿡Ẽࡢなࡉ �.68� ����　�.16* ���　��.36***

��㐺ᛂᙉ㏕ �.38� 　　　　̿ 　　　　̿

ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓࡢ ᐃᑻᗘ

　ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓ �.71� ��　���.21** ��　���.44***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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ᶘɹํ๏
̍ɹௐࠪ಺༰
　本ᑻᗘおよࡧそれと関㐃がண される心理 定ᑻᗘ（以ୗ、関㐃ᑻᗘ）を用いた（඲ᑻᗘをㄪᰝ

対㇟者に同時にᐇ᪋したのではなく、ㄪᰝ対㇟者およࡧ時ᮇを分けてᐇ᪋した）。本ᑻᗘの概要は

๓述の通りである。以ୗ、関㐃ᑻᗘについて࢝テࣜࢦーูにㄝ明する。

（㸯）࣓ンࢱル࣊ルス

㸯）U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝ

　U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝ（U niv ers it y  P ers onal it y  I nv ent ory ）は 1 9 6 6 年に඲国大学ಖ೺⟶理協会か

らⓎ表されたスࣜࢡーニングテスト（ 6 0 㡯目㸰௳法）である（ᯇ原 , 1 9 9 5 ）。得点が高い࡯ど೺ᗣ

ᗘがపい。⚄経⑕、心㌟⑕などの心㌟のㅖ問㢟をⓎ見する目的で඲国の大学でᖜᗈく利用されてい

る。検ドᑻᗘ４㡯目を㝖く 5 6 㡯目と本ᑻᗘとの関㐃を分析した。

㸰）U P I - R S

　U P I - R S（rat ing  s c al e）は U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝ（㸰௳法）を４௳法のホ定ᑻᗘにᨵゞしたもの（高

ᶫ・小ᯘ , 2 0 0 4 ）である（6 0 㡯目）。得点が高い࡯ど೺ᗣᗘがపい。検ドᑻᗘ４㡯目を㝖く 5 6 㡯目

と本ᑻᗘとの関㐃を分析した。

３）日本∧ G HQ 2 8

　日本∧ G HQ ⢭⚄೺ᗣㄪᰝ⚊（G eneral  Heal t h  Q ues t ionnaire）の 2 8 㡯目▷⦰∧（中川・大ᆓ , 

1 9 8 5 ）である。⢭⚄೺ᗣᗘを 定する指ᶆとして⮫ᗋ場面でẚ㍑的よく౑用されている。４つのୗ

఩ᑻᗘ（㌟体的⑕状、不Ᏻと不╀、社会的活動㞀害、うつഴྥ）からᵓ成されている（４௳法）。

４）大学生活不Ᏻᑻᗘ

　ᗈく大学生活඲⯡における不Ᏻを 定するᑻᗘ（⸨஭ , 1 9 9 8 ）である。３つのୗ఩ᑻᗘ（日ᖖ生

活不Ᏻ、ホ౯不Ᏻ、大学不適ᛂ）からᵓ成されている（඲ 3 0 㡯目㸰௳法）。

（㸰）適ᛂ

㸯）心理的 w el l - b eing ᑻᗘ

　心理的 w el l - b eing （人生඲⯡にわたる࣏ࢪティブな心理的ᶵ能）を 定するᑻᗘ（す⏣ , 1 9 7 3 ）

である。㸴つのୗ఩ᑻᗘ（人᱁的成㛗、人生における目的、自ᚊ性、自己ཷ容力、⎔ቃไᚚ力、✚

ᴟ的な他者関ಀ）からᵓ成されている（඲ 4 3 㡯目㸴௳法）。

㸰）P I L テスト日本∧ P art  A

　P I L （P urp os e in L if e）、すなわち、人生の目的・意࿡・生きがいを見出している⛬ᗘを 定する

P I L テスト日本∧（P I L 研究会 , 1 9 9 8 ）の P art  A である（඲ 2 0 㡯目㸵௳法）。

３）⢭⚄的ᅇ᚟力ᑻᗘ

　⢭⚄的ᅇ᚟力を 定するᑻᗘ（小ሷ他 , 2 0 0 2 ）である。レ࢚ࣜࢪンス（res il ienc e㸸ᅔ㞴で脅ጾ的

な状況にもかかわらࡎ、うまく適ᛂする㐣⛬・能力・⤖ᯝ）の状ែにある者の心理的特性を反映し

ている。３つのୗ఩ᑻᗘ（᪂ወ性追求、感情ㄪᩚ、⫯定的なᮍ来ᚿྥ）からᵓ成されている（඲

2 1 㡯目㸳௳法）。

４）⫋ᴗᮍỴ定ᑻᗘ

　⫋ᴗᮍỴ定の状ែを 定するᑻᗘ（ୗᒣ , 1 9 8 6 ）である。㸴つのୗ఩ᑻᗘ（ΰ஘、ᮍ⇍、Ᏻ直、⊰ண、

ᶍ⣴、Ỵ定）からᵓ成されている（඲ 3 9 㡯目３௳法）。

㸳）大学生活ࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳログ

　大学生の Q O L （Q ual it y  of  L if e）を 定するᑻᗘ（⚟┒他 , 2 0 0 1 ）である。1 2 のୗ఩ᑻᗘ（自己
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　ຍᐖᜍᛧ �.81� ��　���.22** �����　.34***

᪥ᮏ∧ 6'6 ⮬ᕫホ౯ᘧᢚࡘ࠺ᛶᑻᗘ

　ᢚࡘ࠺ᛶ �.82� ���　��.30*** �����　.45***

ーᚰ⌮ᛶ᱁ᑻᗘࢩࣃ࢔

　ᙇࡢࡾなࡉ �.66� ����　�.21** �����　.33***

　⮬ศࡢなࡉ �.75� ����　�.22** ���　��.40***

　࿡Ẽࡢなࡉ �.68� ����　�.16* ���　��.36***

��㐺ᛂᙉ㏕ �.38� 　　　　̿ 　　　　̿

ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓࡢ ᐃᑻᗘ

　ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓ �.71� ��　���.21** ��　���.44***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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不確ᐇ感・不Ᏻ、社会的関ಀ、現在のいきがい・඘ᐇ、自己⫯定感、ᑗ来࡬のᒎ望、大学ෆ学習、

✚ᴟ性、大学඲体࡬の‶㊊感、╧╀・㣗ḧ・体ㄪ、௰㛫との活動、↓気力、大学ෆ学習）からᵓ成

されている。本ㄪᰝでは⚟┒他（2 0 0 1 ）が C ronb ac h のȘಀᩘを⟬出した時に用いた 6 9 㡯目を౑用

した（㸰௳法）。

⯡ティ一ࣜࢼࢯーࣃ（３）

㸯）日本∧ N E O - F F I

ルにᇶ࡙いてస成されたࢹティ特性の㸳因子ࣔࣜࢼࢯーࣃ　 N E O - F F I （N E O  F iv e- F ac t or I nv ent ory ;  

C os t a &  M c C rae, 1 9 9 2 ）の日本ㄒ∧（ୗ௰他 , 1 9 9 9 ）である。㸳つのୗ఩ᑻᗘ（⚄経⑕ഴྥ、外ྥ性、

㛤ᨺ性、ㄪ࿴性、ㄔᐇ性）からᵓ成されている（඲ 6 0 㡯目㸳௳法）。

（４）自己・自我

㸯）自尊感情ᑻᗘ

　R os enb erg （1 9 6 5 ）によってస成された自尊感情（s el f  es t eem ）を 定するᑻᗘの日本ㄒ∧（ᒣ本他 , 

1 9 8 2 ）である（඲ 1 0 㡯目㸳௳法）。

㸰）自意識ᑻᗘ

　自意識（ s el f - c ons c ious nes s ）、すなわち、自己に対して注意をྥけるഴྥを 定するᑻᗘ（Ⳣ原 , 

1 9 8 4 ）である。㸰つのୗ఩ᑻᗘ（බ的自意識、⚾的自意識）からᵓ成されている（඲ 1 0 㡯目㸵௳法）。

３）R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧

　R as m us s en（1 9 6 1 , 1 9 6 4 ）がస成した自我同一性（eg o ident it y ）を 定するᑻᗘの日本ㄒ∧（ᐑୗ , 

1 9 8 7 ）である。㸴つのୗ఩ᑻᗘ（ᇶ本的信㢗感対不信感、自ᚊ性対᜝・␲ᝨ、自主性対⨥ᝏ感、໅

ຮ性対ຎ➼感、同一性対同一性ᣑᩓ、ぶᐦ性対Ꮩ❧）からᵓ成されている（඲ 6 7 㡯目㸵௳法）。

４）㟷年ᮇの自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែᑻᗘ

　㟷年ᮇにおける自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ（eg o dev el op m ent al  c ris is ）の状ែを 定するᑻᗘ（㛗ᑿ , 

1 9 8 9 ）である。 A Ỉ‽（㟷年ᮇの心のⴱ⸨）と B Ỉ‽（㟷年ᮇの不適ᛂ）に分かれ、さらに A Ỉ

‽は㸵つのୗ఩ᑻᗘ（Ỵ᩿力欠ዴ、同一性ᣑᩓ、自己཰⦰、自己㛤♧対㇟の欠ዴ、ᐇ行力欠ዴ、ぶ

とのアンࣂࣅレント感情、ぶからの⊂❧と౫存のアンࣂࣅレンス）からᵓ成され、 B Ỉ‽は㸵つの

ୗ఩ᑻᗘ（⥭張とその状況のᅇ㑊、⢭⚄⾶ᙅ、㌟体的③み、⛥な体㦂や⢭⚄・㌟体的反ᛂ、㛢じこ

もり、㌟体的⑂ປ感、対人的㐣ᩄ性）からᵓ成されている（඲ 5 0 㡯目、A Ỉ‽ 2 6 㡯目は㸳௳法、

B Ỉ‽ 2 4 㡯目は３௳法）。

（㸳）動ᶵ࡙け・ㄆ▱

㸯）㐩成動ᶵ 定ᑻᗘ

　㐩成動ᶵ（ac h iev em ent  m ot iv e）の⛬ᗘを 定するᑻᗘ（ᇼ㔝・᳃ , 1 9 9 1 ）である。㸰つのୗ఩ᑻ

ᗘ（自己඘ᐇ的㐩成動ᶵ、➇த的㐩成動ᶵ）からᵓ成されている（඲ 2 3 㡯目㸵௳法）。自己඘ᐇ的

㐩成動ᶵとは他者・社会のホ౯にとらわれࡎ、自分なりの㐩成ᇶ‽࡬の฿㐩をめࡊす㐩成動ᶵであ

り、一方、➇த的㐩成動ᶵとは他者をしのࡂ、他者に຾つことで社会からホ౯されることをめࡊす

㐩成動ᶵとされている。

㸰）成ຌᜍᛧ 定ᑻᗘ（F S1 ）

　成ຌに対するᜍᛧ（F ear of  Suc c es s ）の⛬ᗘを 定するᑻᗘ（ᇼ㔝 , 1 9 9 1 ）は３ᑻᗘ（F S1 㹼F S3 ）

から成る。そのうち F S1 を用いた。F S1 は３つのୗ఩ᑻᗘ（対人的㓄៖、成ຌのྰ定的感情、ඃ㉺

ḧ求のᑡなさ）からᵓ成されている（඲ 1 8 㡯目㸵௳法）。
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３）᪂᏶඲主義ᑻᗘ

　᏶඲主義（p erf ec t ionis m ）を自己のᯟ⤌みで多ḟඖ的に捉えたᑻᗘ（ᱜ஭・大㇂ , 1 9 9 7 ）である。

４つのୗ఩ᑻᗘ（᏶඲でありたいというḧ求、自分に高い目ᶆをㄢするഴྥ、࣑ス（ኻᩋ）を㐣ᗘ

に気にするഴྥ、自分の行動に₍↛とした␲いをもつഴྥ）からᵓ成されている（඲ 2 0 㡯目㸴௳法）。

４）L oc us  of  C ont rol ᑻᗘ

　L oc us  of  C ont rol （ෆ的̿外的⤫ไ）を 定するᑻᗘ（㙊原他 , 1 9 8 2 ）である（඲ 1 8 㡯目４௳法）。

ෆ的⤫ไとは自己の行動とᙉ化が㝶కするとㄆ▱し、自己のෆ的要因（自己の能力、ᢏ⾡、ດ力な

ど）によってᙉ化がࢥントロールされているという信念であり、一方、外的⤫ไとは自分の行動と

ᙉ化が㝶కしないとㄆ▱し、ᙉ化が外的要因（他者や㐠など）によってࢥントロールされていると

いう信念である。

㸳）ᴦ観性ᑻᗘ

　ᴦ観性（op t im is m ）を 定するᑻᗘ（ྜྷᮧ , 2 0 0 7 ）である。㸰つのୗ఩ᑻᗘ（気ᴦさ、๓ྥきさ）

からᵓ成されている（඲ 1 0 㡯目㸳௳法）。

（㸴）対人関ಀ

㸯）㛤♧状況㉁問⣬

　状況ูの自己㛤♧（ s el f - dis c l os ure）のഴྥを 定するᑻᗘ（㐲⸨ , 1 9 8 9 ）である。㸳つのୗ఩ᑻ

ᗘ（個人的状況、社会的状況、非日ᖖ的状況、ᐦ᥋的状況、ᐙ᪘的状況）からᵓ成されている（඲

1 8 㡯目㸴௳法）。

㸰）㟷年用アサーションᑻᗘ

　㟷年用のアサーション（as s ert ion㸸自分の感情や考えを主張す࡭きときに、相手の❧場を尊重し

つつ、その場にふさわしい方法で率直にそれを表現すること）を 定するᑻᗘ（⋢℩他 , 2 0 0 1 ）で

ある。㸰つのୗ఩ᑻᗘ（関ಀᙧ成、ㄝ得஺΅）からᵓ成されている（඲ 1 6 㡯目㸳௳法）。なお、関

ಀᙧ成は人とのよい関ಀをᙧ成することに関わり、ㄝ得஺΅はఱらかのⴱ⸨的な場面において相手

に対してㄝ得や஺΅を行うことに関わるものとされている。

３）Ꮩ⊂感の㢮ᆺุูᑻᗘ

　Ꮩ⊂感（ l onel ines s ）を 定するᑻᗘ（ⴠ合 , 1 9 8 3 ）である。㸰つのୗ఩ᑻᗘ（人㛫同ኈの理解・

ඹ感の可能性、自己の個ู性の自ぬ）からᵓ成されている（඲ 1 6 㡯目㸳௳法）。本研究ではୗ఩ᑻ

ᗘูに本ᑻᗘとの関㐃を分析した。

４）ຎ➼感㡯目

　ຎ➼感（inf eriorit y  f eel ing ）を 定するᑻᗘ（高ᆏ・బ⸨ , 2 0 0 8 ）である。㸶つのୗ఩ᑻᗘ（␗性

とのつきあいのⱞ手さ、学ᴗ成⦼のᝏさ、㐠動能力のపさ、ᐙᗞỈ‽のపさ、性᱁のᝏさ、཭㐩࡙

くりのୗ手さ、⤫率力の欠ዴ、㌟体的㨩力のなさ）からᵓ成されている（඲ 5 0 㡯目㸳௳法）。

㸳）P - F スࢹࢱィ（成人用）

　  P - F スࢹࢱィ（P ic t ure- F rus t rat ion St udy ）は R os enz w eig によって考᱌されたᢞ影法（༙ᢞ影法）

である（ୖグの関㐃ᑻᗘ（㉁問⣬法）とはテストᙧᘧを␗にする）。ࣇラストレーション反ᛂや対

人関ಀのありかたが反映される心理検ᰝである（⛙ , 2 0 0 7 , 2 0 1 0 㸹ᯘ他 , 2 0 0 7 ）。

̎ɹௐࠪର৅ɾظ೔
　ㄪᰝ対㇟者は㤳㒔ᅪの大学生 2 ,6 0 1 人（⏨性 1 ,4 1 7 人、ዪ性 1 ,1 8 4 人）であった。ㄪᰝ対㇟者を 1 2

に༊分してㄪᰝが行われた（表３）。ྛ ㄪᰝは平成 2 1 年 1 1 ᭶から平成 2 5 年 7 ᭶にかけてᐇ᪋された。
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不確ᐇ感・不Ᏻ、社会的関ಀ、現在のいきがい・඘ᐇ、自己⫯定感、ᑗ来࡬のᒎ望、大学ෆ学習、

✚ᴟ性、大学඲体࡬の‶㊊感、╧╀・㣗ḧ・体ㄪ、௰㛫との活動、↓気力、大学ෆ学習）からᵓ成

されている。本ㄪᰝでは⚟┒他（2 0 0 1 ）が C ronb ac h のȘಀᩘを⟬出した時に用いた 6 9 㡯目を౑用

した（㸰௳法）。

⯡ティ一ࣜࢼࢯーࣃ（３）

㸯）日本∧ N E O - F F I

ルにᇶ࡙いてస成されたࢹティ特性の㸳因子ࣔࣜࢼࢯーࣃ　 N E O - F F I （N E O  F iv e- F ac t or I nv ent ory ;  

C os t a &  M c C rae, 1 9 9 2 ）の日本ㄒ∧（ୗ௰他 , 1 9 9 9 ）である。㸳つのୗ఩ᑻᗘ（⚄経⑕ഴྥ、外ྥ性、

㛤ᨺ性、ㄪ࿴性、ㄔᐇ性）からᵓ成されている（඲ 6 0 㡯目㸳௳法）。

（４）自己・自我

㸯）自尊感情ᑻᗘ

　R os enb erg （1 9 6 5 ）によってస成された自尊感情（s el f  es t eem ）を 定するᑻᗘの日本ㄒ∧（ᒣ本他 , 

1 9 8 2 ）である（඲ 1 0 㡯目㸳௳法）。

㸰）自意識ᑻᗘ

　自意識（ s el f - c ons c ious nes s ）、すなわち、自己に対して注意をྥけるഴྥを 定するᑻᗘ（Ⳣ原 , 

1 9 8 4 ）である。㸰つのୗ఩ᑻᗘ（බ的自意識、⚾的自意識）からᵓ成されている（඲ 1 0 㡯目㸵௳法）。

３）R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧

　R as m us s en（1 9 6 1 , 1 9 6 4 ）がస成した自我同一性（eg o ident it y ）を 定するᑻᗘの日本ㄒ∧（ᐑୗ , 

1 9 8 7 ）である。㸴つのୗ఩ᑻᗘ（ᇶ本的信㢗感対不信感、自ᚊ性対᜝・␲ᝨ、自主性対⨥ᝏ感、໅

ຮ性対ຎ➼感、同一性対同一性ᣑᩓ、ぶᐦ性対Ꮩ❧）からᵓ成されている（඲ 6 7 㡯目㸵௳法）。

４）㟷年ᮇの自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែᑻᗘ

　㟷年ᮇにおける自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ（eg o dev el op m ent al  c ris is ）の状ែを 定するᑻᗘ（㛗ᑿ , 

1 9 8 9 ）である。 A Ỉ‽（㟷年ᮇの心のⴱ⸨）と B Ỉ‽（㟷年ᮇの不適ᛂ）に分かれ、さらに A Ỉ

‽は㸵つのୗ఩ᑻᗘ（Ỵ᩿力欠ዴ、同一性ᣑᩓ、自己཰⦰、自己㛤♧対㇟の欠ዴ、ᐇ行力欠ዴ、ぶ

とのアンࣂࣅレント感情、ぶからの⊂❧と౫存のアンࣂࣅレンス）からᵓ成され、 B Ỉ‽は㸵つの

ୗ఩ᑻᗘ（⥭張とその状況のᅇ㑊、⢭⚄⾶ᙅ、㌟体的③み、⛥な体㦂や⢭⚄・㌟体的反ᛂ、㛢じこ

もり、㌟体的⑂ປ感、対人的㐣ᩄ性）からᵓ成されている（඲ 5 0 㡯目、A Ỉ‽ 2 6 㡯目は㸳௳法、

B Ỉ‽ 2 4 㡯目は３௳法）。

（㸳）動ᶵ࡙け・ㄆ▱

㸯）㐩成動ᶵ 定ᑻᗘ

　㐩成動ᶵ（ac h iev em ent  m ot iv e）の⛬ᗘを 定するᑻᗘ（ᇼ㔝・᳃ , 1 9 9 1 ）である。㸰つのୗ఩ᑻ

ᗘ（自己඘ᐇ的㐩成動ᶵ、➇த的㐩成動ᶵ）からᵓ成されている（඲ 2 3 㡯目㸵௳法）。自己඘ᐇ的

㐩成動ᶵとは他者・社会のホ౯にとらわれࡎ、自分なりの㐩成ᇶ‽࡬の฿㐩をめࡊす㐩成動ᶵであ

り、一方、➇த的㐩成動ᶵとは他者をしのࡂ、他者に຾つことで社会からホ౯されることをめࡊす

㐩成動ᶵとされている。

㸰）成ຌᜍᛧ 定ᑻᗘ（F S1 ）

　成ຌに対するᜍᛧ（F ear of  Suc c es s ）の⛬ᗘを 定するᑻᗘ（ᇼ㔝 , 1 9 9 1 ）は３ᑻᗘ（F S1 㹼F S3 ）

から成る。そのうち F S1 を用いた。F S1 は３つのୗ఩ᑻᗘ（対人的㓄៖、成ຌのྰ定的感情、ඃ㉺

ḧ求のᑡなさ）からᵓ成されている（඲ 1 8 㡯目㸵௳法）。
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ᶙɹ݁Ռͱ࡯ߟ
̍ɹ大学ੜෆొ޲܏ߍई౓͓Αͼؔ࿈ई౓ͷ৴པੑ
　本ᑻᗘの C ronb ac h のȘಀᩘを⟬出した。表４を見てわかるように、ȘಀᩘはⓏ校ᅇ㑊行動では 

. 8 5 㹼. 9 0 、Ⓩ校ᅇ㑊感情では . 7 3 㹼. 8 4 であり、本ᑻᗘの高い信㢗性（ෆ的ᩚ合性）が確ㄆされた。

表㸱　ㄪᰝᑐ㇟࡜౑⏝ᑻᗘ

ㄪᰝ ⥲ேᩘ ᖹᆒᖺ㱋 �6'� 男ᛶேᩘ 女ᛶேᩘ ౑⏝ᑻᗘ D�

ࣝࣉࣥࢧ $ 236 19.72�1.26� 119 117 83, 学⏕⢭⚄ⓗ೺ᗣㄪᰝ

ࣝࣉࣥࢧ % 201 20.12�1.21� ���151 ����50 83,�56�

ࣝࣉࣥࢧ & 335 20.24�1.05� ���205 ���130 ᪥ᮏ∧ *+428�

ࣝࣉࣥࢧ ' 238 19.05�1.10� ���136 ���102
኱学⏕ά୙Ᏻᑻᗘ

኱学⏕άࢢࣟࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳ

ࣝࣉࣥࢧ ( 247 19.60�1.28� ���121 ���126

ᚰ⌮ⓗ ZHOO�EHLQJ ᑻᗘ��������　　　

㐩ᡂ動ᶵ ᐃᑻᗘ

ᡂຌᜍᛧ ᐃᑻᗘ㸦)61㸧���� � � �　　�

᪂᏶඲主⩏ᑻᗘ

ࣝࣉࣥࢧ ) 165 20.30�0.92� ����76 ����89

3,/ ∧᪥ᮏࢺスࢸ 3DUW�$������　　　�

㟷ᖺ⏝ࢧ࢔ーࣥࣙࢩᑻᗘ

ຎ➼ឤ㡯┠

ࣝࣉࣥࢧ * 248 19.02�0.99� ���154 ����94

⢭⚄ⓗᅇ᚟ຊᑻᗘ

᪥ᮏ∧ 1(2�)),

㟷ᖺᮇࡢ⮬ᡃⓎ㐩ୖࡢ༴ᶵ≧ែᑻᗘ

ࣝࣉࣥࢧ + 193 19.84�1.02� ����88 ���105 ⫋ᴗᮍỴᐃᑻᗘ

ࣝࣉࣥࢧ , 232 20.58�1.13� ���105 ���127

⮬ᑛឤ᝟ᑻᗘ

⮬ព㆑ᑻᗘ

㛤♧≧ἣ㉁ၥ⣬

Ꮩ⊂ឤࡢ㢮ᆺุูᑻᗘ

ࣝࣉࣥࢧ - 282 19.70�1.18� ���153 ���129 5DVPXVVHQ ∧ᡃྠ୍ᛶᑻᗘ᪥ᮏㄒ⮬ࡢ

ࣝࣉࣥࢧ . 120 20.42�1.32� ����60 ����60
/RFXV�Rf�&RQWURO ᑻᗘ

ᴦほᛶᑻᗘ

ࣝࣉࣥࢧ / 104 20.67�1.31� ����49 ����55 3�) ス࢕ࢹࢱ㸦ᡂே⏝㸧

�D� ኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘࡣ඲ࣝࣉࣥࢧඹ㏻ࡵࡓࡢ┬␎

表㸲　኱学⏕୙ⓏᰯഴྥᑻᗘࡢȘಀᩘ

኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟

ࣝࣉࣥࢧ $ .85 .84

ࣝࣉࣥࢧ % .87 .79

ࣝࣉࣥࢧ & .88 .78

ࣝࣉࣥࢧ ' .86 .76

ࣝࣉࣥࢧ ( .86 .81

ࣝࣉࣥࢧ ) .90 .81

ࣝࣉࣥࢧ * .87 .78

ࣝࣉࣥࢧ + .90 .83

ࣝࣉࣥࢧ , .90 .83

ࣝࣉࣥࢧ - .87 .73

ࣝࣉࣥࢧ . .90 .82

ࣝࣉࣥࢧ / .87 .81
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　関㐃ᑻᗘのȘಀᩘは表㸳㹼表 1 0 に♧した。 U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝは . 9 3 、U P I - R S は . 9 7 、日本

∧ G HQ 2 8 は . 6 6 㹼. 9 1 、大学生活不Ᏻᑻᗘは . 8 2 㹼. 9 1 、心理的 w el l - b eing ᑻᗘは . 7 7 㹼. 9 1 、P I L テス

ト日本∧ P art  A は . 8 7 、⢭⚄的ᅇ᚟力ᑻᗘは . 7 2 㹼. 8 5 、⫋ᴗᮍỴ定ᑻᗘは . 7 2 㹼. 8 3 、大学生活ࢵ࢙ࢳ

. ログはࢱ࢝ࢡ 6 0 㹼. 9 0 、日本∧ N E O - F F I は . 6 8 㹼. 8 1 、自尊感情ᑻᗘは . 8 4 、自意識ᑻᗘは . 8 6 㹼. 8 7 、

R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧は . 5 4 㹼. 9 0 、㟷年ᮇの自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែᑻᗘは . 3 2 㹼. 8 7 、

㐩成動ᶵ 定ᑻᗘは . 7 8 㹼. 8 5 、成ຌᜍᛧ 定ᑻᗘ（F S1 ）は . 5 3 㹼. 8 4 、᪂᏶඲主義ᑻᗘは . 6 3 㹼. 8 0 、

L oc us  of  C ont rol ᑻᗘは . 6 8 、ᴦ観性ᑻᗘは . 7 8 㹼. 8 3 、㛤♧状況㉁問⣬は . 3 5 㹼. 8 6 、㟷年用アサーショ

ンᑻᗘは . 6 3 㹼. 7 8 、Ꮩ⊂感の㢮ᆺุูᑻᗘは . 6 5 㹼. 8 9 、ຎ➼感㡯目は . 8 2 㹼. 9 6 であった。

　関㐃ᑻᗘは඲体的には概ࡡ高い信㢗性（ෆ的ᩚ合性）をもつことが確ㄆされた。ただし一部のୗ

఩ᑻᗘにおいてはȘಀᩘがపい್を♧した。それらのୗ఩ᑻᗘを用いた以ୗの分析⤖ᯝについては

参考扱いとする。

̎ɹ大学ੜෆొ޲܏ߍई౓ͱؔ࿈ई౓ͱͷؔ࿈
（㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと࣓ンࢱル࣊ルスに関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと࣓ンࢱル࣊ルスに関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸳に♧した。

　　　

㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝとの関㐃

　本ᑻᗘと U P I 学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝとの関㐃については、本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動が U P I 学生⢭⚄

的೺ᗣㄪᰝと᭷意なᙅい正の相関（r= . 2 8 , p< . 0 0 1 ）を♧した。また、本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は U P I

学生⢭⚄的೺ᗣㄪᰝと᭷意なẚ㍑的高い正の相関（r= . 4 7 , p< . 0 0 1 ）を♧した。

㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと U P I - R S との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は U P I - R S と᭷意なᙅい正の相関（r= . 2 4 , p< . 0 1 ）を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情

は U P I - R S と᭷意なᙅい正の相関（r= . 2 4 , p< . 0 1 ）を♧した。

表㸳　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘࣝ࣊ࣝࢱ࣓ࣥ࡜スに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

�Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟

83, 学⏕⢭⚄ⓗ೺ᗣㄪᰝ
236

　56 㡯┠ �.93�　　 ���　��.28*** ���　��.47***

83,�56�
201

　56 㡯┠ �.97�　　 ����　�.24** ����　�.24**

᪥ᮏ∧ *+428�

335

　㌟యⓗ⑕≧ �.77� ���　��.15** ���　��.30***

　୙Ᏻ・୙╀ �.80� ���　��.14* ����　�.20***

　♫఍ⓗά動㞀ᐖ �.66� ���　��.10 ����　�.11*

ែ≦ࡘ࠺　 �.91� �　����.25*** ����　�.30***

　ᑻᗘ඲య �.89� ��　���.22*** �����　.32***

኱学⏕ά୙Ᏻᑻᗘ

238

　᪥ᖖ⏕ά୙Ᏻ �.82� ���　��.20** ���　��.14*

　ホ౯୙Ᏻ �.91� ���　��.02 ���　��.14*

　኱学୙㐺ᛂ �.88� ���　��.32*** ���　��.35***

　ᑻᗘ඲య �.91� �　����.18** �　����.22***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと日本∧ G HQ 2 8 との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は日本∧ G HQ 2 8 のうつ状ែ（r= . 2 5 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 2 2 , p< . 0 0 1 ）

と᭷意なᙅい正の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は㌟体的⑕状（r= . 3 0 , p< . 0 0 1 ）、不Ᏻ・不╀（r= . 2 0 , 
p< . 0 0 1 ）、うつ状ែ（r= . 3 0 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 3 2 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。な

お、相関ಀᩘが᭷意であっても、r= | . 2 0 | ᮍ‶の場合は本文では言ཬしない（以ୗ同様）。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと大学生活不Ᏻᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は大学生活不Ᏻᑻᗘの日ᖖ生活不Ᏻ（r= . 2 0 , p< . 0 1 ）、大学不適ᛂ（r= . 3 2 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は大学不適ᛂ（r= . 3 5 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 2 2 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、不Ⓩ校ഴྥのⓏ校ᅇ㑊行動とⓏ校ᅇ㑊感情はともに⢭⚄的不೺ᗣᗘとᐦ᥋な関

㐃をもつことが明らかにされた。なお、表㸳඲体を見てわかるように、⥲じてⓏ校ᅇ㑊行動よりも

Ⓩ校ᅇ㑊感情の࡯うがその関㐃性がややᙉいഴྥにあった。

（㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと適ᛂに関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと適ᛂに関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸴に♧した。

表㸴　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜㐺ᛂに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

�Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

ᚰ⌮ⓗ ZHOO�EHLQJ ᑻᗘ

247

　ே᱁ⓗᡂ㛗 �.82� ���　��.16* ���　��.30***

　ே⏕にࡅ࠾る┠ⓗ �.91� ���　��.23*** ���　��.37***

　⮬ᚊᛶ �.80� �������.11 ���　��.28***

　⮬ᕫཷᐜຊ �.81� ���　��.09 ���　��.32***

　⎔ቃไᚚຊ �.77� ���　��.07 ���　��.25***

　✚ᴟⓗな௚⪅㛵ಀ �.83� �������.09 ���　��.31***

3,/ ∧᪥ᮏࢺスࢸ 3DUW�$
165

　ᑻᗘ඲య �.87�　　 ���　��.23** ���　��.25**

⢭⚄ⓗᅇ᚟ຊᑻᗘ

248
��᪂ወᛶ㏣ồ �.81� �������.18** ���　��.15*

��ឤ᝟ㄪᩚ �.72� �������.18** ���　��.27***

��⫯ᐃⓗなᮍ᮶ᚿྥ �.85� ��　���.18** ���　��.22***

��ᑻᗘ඲య �.83� ���　��.25*** ���　��.29***

⫋ᴗᮍỴᐃᑻᗘ

193

　ᮍ⇍ �.83� ���　��.16* ���　��.08
　ΰ஘ �.83� ���　��.20** ���　��.09
　⊰ண �.73� �������.22** ���　��.12
　ᶍ⣴ �.72� �　����.01 �　����.10
　Ᏻ┤ �.78� ���　��.20** ���　��.10
　Ỵᐃ �.80� �　����.08 �　����.12
኱学⏕άࢢࣟࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳ

238

　⮬ᕫ୙☜ᐇឤ・୙Ᏻ �.90� ���　��.07 ���　��.22**

　♫఍ⓗ㛵ಀ �.83� ����　�.01 ����　�.09
　⌧ᅾ࠸ࡀࡁ࠸ࡢ・඘ᐇ �.84� ����　�.23*** ����　�.26***

　⮬ᕫ⫯ᐃឤ �.81� ����　�.09 ����　�.20**

　ᑗ᮶ࡢ࡬ᒎᮃ �.80� �������.07 �������.16*

　኱学ෆ学⩦ �.72� ���　��.46*** ���　��.42***

　✚ᴟᛶ �.74� ����　�.05 ����　�.09
　኱学඲యࡢ࡬‶㊊ឤ �.76� ����　�.26*** ����　�.36***

　╧╀・㣗ḧ・యㄪ �.67� ����　�.10 �������.20**

　௰㛫ࡢ࡜ά動 �.60� �����　.16* �������.02
　↓Ẽຊ �.77� ���　��.15* �����　.23***

　኱学እ学⩦ �.63� �����　.11 �　����.00
��ᑻᗘ඲య �.83� ���　��.11 ���　��.21**

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと日本∧ G HQ 2 8 との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は日本∧ G HQ 2 8 のうつ状ែ（r= . 2 5 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 2 2 , p< . 0 0 1 ）

と᭷意なᙅい正の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は㌟体的⑕状（r= . 3 0 , p< . 0 0 1 ）、不Ᏻ・不╀（r= . 2 0 , 
p< . 0 0 1 ）、うつ状ែ（r= . 3 0 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 3 2 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。な

お、相関ಀᩘが᭷意であっても、r= | . 2 0 | ᮍ‶の場合は本文では言ཬしない（以ୗ同様）。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと大学生活不Ᏻᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は大学生活不Ᏻᑻᗘの日ᖖ生活不Ᏻ（r= . 2 0 , p< . 0 1 ）、大学不適ᛂ（r= . 3 2 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は大学不適ᛂ（r= . 3 5 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 2 2 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、不Ⓩ校ഴྥのⓏ校ᅇ㑊行動とⓏ校ᅇ㑊感情はともに⢭⚄的不೺ᗣᗘとᐦ᥋な関

㐃をもつことが明らかにされた。なお、表㸳඲体を見てわかるように、⥲じてⓏ校ᅇ㑊行動よりも

Ⓩ校ᅇ㑊感情の࡯うがその関㐃性がややᙉいഴྥにあった。

（㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと適ᛂに関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと適ᛂに関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸴に♧した。

表㸴　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜㐺ᛂに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

�Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

ᚰ⌮ⓗ ZHOO�EHLQJ ᑻᗘ

247

　ே᱁ⓗᡂ㛗 �.82� ���　��.16* ���　��.30***

　ே⏕にࡅ࠾る┠ⓗ �.91� ���　��.23*** ���　��.37***

　⮬ᚊᛶ �.80� �������.11 ���　��.28***

　⮬ᕫཷᐜຊ �.81� ���　��.09 ���　��.32***

　⎔ቃไᚚຊ �.77� ���　��.07 ���　��.25***

　✚ᴟⓗな௚⪅㛵ಀ �.83� �������.09 ���　��.31***

3,/ ∧᪥ᮏࢺスࢸ 3DUW�$
165

　ᑻᗘ඲య �.87�　　 ���　��.23** ���　��.25**

⢭⚄ⓗᅇ᚟ຊᑻᗘ

248
��᪂ወᛶ㏣ồ �.81� �������.18** ���　��.15*

��ឤ᝟ㄪᩚ �.72� �������.18** ���　��.27***

��⫯ᐃⓗなᮍ᮶ᚿྥ �.85� ��　���.18** ���　��.22***

��ᑻᗘ඲య �.83� ���　��.25*** ���　��.29***

⫋ᴗᮍỴᐃᑻᗘ

193

　ᮍ⇍ �.83� ���　��.16* ���　��.08
　ΰ஘ �.83� ���　��.20** ���　��.09
　⊰ண �.73� �������.22** ���　��.12
　ᶍ⣴ �.72� �　����.01 �　����.10
　Ᏻ┤ �.78� ���　��.20** ���　��.10
　Ỵᐃ �.80� �　����.08 �　����.12
኱学⏕άࢢࣟࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳ
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　⮬ᕫ୙☜ᐇឤ・୙Ᏻ �.90� ���　��.07 ���　��.22**

　♫఍ⓗ㛵ಀ �.83� ����　�.01 ����　�.09
　⌧ᅾ࠸ࡀࡁ࠸ࡢ・඘ᐇ �.84� ����　�.23*** ����　�.26***

　⮬ᕫ⫯ᐃឤ �.81� ����　�.09 ����　�.20**

　ᑗ᮶ࡢ࡬ᒎᮃ �.80� �������.07 �������.16*

　኱学ෆ学⩦ �.72� ���　��.46*** ���　��.42***

　✚ᴟᛶ �.74� ����　�.05 ����　�.09
　኱学඲యࡢ࡬‶㊊ឤ �.76� ����　�.26*** ����　�.36***

　╧╀・㣗ḧ・యㄪ �.67� ����　�.10 �������.20**

　௰㛫ࡢ࡜ά動 �.60� �����　.16* �������.02
　↓Ẽຊ �.77� ���　��.15* �����　.23***

　኱学እ学⩦ �.63� �����　.11 �　����.00
��ᑻᗘ඲య �.83� ���　��.11 ���　��.21**

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ

123大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘの㛤Ⓨ（⥆ሗ）

㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと心理的 w el l - b eing ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は心理的 w el l - b eing ᑻᗘの人生における目的（r= Ѹ . 2 3 , p< . 0 0 1 ）と᭷意な

ᙅい㈇の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は人᱁的成㛗（r= Ѹ . 3 0 , p< . 0 0 1 ）、人生における目的（r= Ѹ . 3 7 , 
p< . 0 0 1 ）、自ᚊ性（r= Ѹ . 2 8 , p< . 0 0 1 ）、自己ཷ容力（r= Ѹ . 3 2 , p< . 0 0 1 ）、⎔ቃไᚚ力（r= Ѹ . 2 5 , p< . 0 0 1 ）、

✚ᴟ的な他者関ಀ（r= Ѹ . 3 1 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと P I L テスト日本∧ P art  A との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は P I L テスト日本∧ P art  A  と᭷意なᙅい㈇の相関（r= Ѹ . 2 3 , p< . 0 1 ）を♧し

た。Ⓩ校ᅇ㑊感情は P I L テスト日本∧ P art  A  と᭷意なᙅい㈇の相関（r= Ѹ . 2 5 , p< . 0 1 ）を♧した。

３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと⢭⚄的ᅇ᚟力ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は⢭⚄的ᅇ᚟力ᑻᗘのᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 2 5 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関

を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は感情ㄪᩚ（r= Ѹ . 2 7 , p< . 0 0 1 ）、⫯定的なᮍ来ᚿྥ（r= Ѹ . 2 2 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ

඲体（r= Ѹ . 2 9 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと⫋ᴗᮍỴ定ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は⫋ᴗᮍỴ定ᑻᗘのΰ஘（r= . 2 0 , p< . 0 1 ）、⊰ண（r= . 2 2 , p< . 0 1 ）、Ᏻ直（r= . 2 0 , 
p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。

㸳）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと大学生活ࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳログとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は大学生活ࢱ࢝ࢡࢵ࢙ࢳログの現在のいきがい・඘ᐇ（r= Ѹ . 2 3 , p< . 0 0 1 ）、

大学඲体࡬の‶㊊感（r= Ѹ . 2 6 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧し、大学ෆ学習（r= Ѹ . 4 6 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なẚ㍑的高い㈇の相関を♧した。また、Ⓩ校ᅇ㑊感情は自己不確ᐇ感・不Ᏻ（r= . 2 2 , 
p< . 0 1 ）、↓気力（r= . 2 3 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧し、現在のいきがい・඘ᐇ（r= Ѹ . 2 6 , 
p< . 0 0 1 ）、自己⫯定感（r= Ѹ . 2 0 , p< . 0 1 ）、大学඲体࡬の‶㊊感（r= Ѹ . 3 6 , p< . 0 0 1 ）、╧╀・㣗ḧ・体ㄪ

（r= Ѹ . 2 0 , p< . 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 2 1 , p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧し、大学ෆ学習（r= Ѹ . 4 6 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なẚ㍑的高い㈇の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、Ⓩ校ᅇ㑊行動は人生における目的（いきがい感）のపさ、大学・ㅮ義࡬の‶㊊

感のపさ、⢭⚄的ᅇ᚟力のపさ、⫋ᴗᮍỴ定状ែ（ΰ஘・⊰ண・Ᏻ直）などと関㐃をもつഴྥにあった。

また、Ⓩ校ᅇ㑊感情は主に心理的 w el l - b eing ඲⯡のపさ、人生における目的（生きがい感）のపさ、

⢭⚄的ᅇ᚟力඲⯡のపさ、大学生活における Q O L ඲⯡のపさと関㐃をもつことが♧၀された。

（３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘとࣃーࣜࢼࢯティ一⯡に関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘとࣃーࣜࢼࢯティ一⯡に関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸵に♧した。

表㸵　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘࣃ࡜ー୍࢕ࢸࣜࢼࢯ⯡に㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ　

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

᪥ᮏ∧ 1(2�)),

248

　⚄⤒⑕ഴྥ �.81� ���　��.07 ���　��.22***

　እྥᛶ �.77� ���　��.13* ����　�.23***

　㛤ᨺᛶ �.68� ���　��.04 ����　�.01

　ㄪ࿴ᛶ �.78� �　����.31*** ����　�.21**

　ㄔᐇᛶ �.75� ��　���.26*** ����　�.24***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと日本∧ N E O - F F I との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は日本∧ N E O - F F I のㄪ࿴性（r= Ѹ . 3 1 , p< . 0 0 1 ）、ㄔᐇ性（r= Ѹ . 2 6 , p< . 0 0 1 ）

と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は⚄経⑕ഴྥ（r= . 2 2 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相

関を♧し、外ྥ性（r= Ѹ . 2 3 , p< . 0 0 1 ）、ㄪ࿴性（r= Ѹ . 2 1 , p< . 0 1 ）、ㄔᐇ性（r= Ѹ . 2 4 , p< . 0 0 1 ）と᭷意

なᙅい㈇の相関を♧した。

　すなわち、Ⓩ校ᅇ㑊行動はㄪ࿴性のపさ、ㄔᐇ性のపさと関㐃があり、Ⓩ校ᅇ㑊感情は⚄経⑕ഴ

ྥの高さ、外ྥ性のపさ、ㄪ࿴性のపさ、ㄔᐇ性のపさと関㐃があることが♧၀された。

（４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと自己・自我に関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと自己・自我に関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸶に♧した。

表㸶　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜⮬ᕫ・⮬ᡃに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ　

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

⮬ᑛឤ᝟ᑻᗘ
232

　ᑻᗘ඲య �.84�　　 ���　��.17** ���　��.20**

⮬ព㆑ᑻᗘ�

232　බⓗ⮬ព㆑ �.87�　　 ���　��.24*** ���　��.14*

　⚾ⓗ⮬ព㆑ �.86�　　 ����　�.06 ����　�.06
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　ᇶᮏⓗಙ㢗ឤᑐ୙ಙឤ �.54� ���　��.24*** ���　��.39***

　⮬ᚊᛶᑐ᜝・␲ᝨ �.72� ���　��.06 ���　��.28***

　⮬主ᛶᑐ⨥ᝏឤ �.61� ���　��.12* ���　��.28***

　໅ຮᛶᑐຎ➼ឤ �.76� ���　��.20** ���　��.38***

　ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓ �.75� ���　��.22*** ���　��.43***

　ぶᐦᛶᑐᏙ❧ �.68� ���　��.04 ���　��.26***

��ᑻᗘ඲య �.90� ���　��.20** ���　��.46***

㟷ᖺᮇࡢ⮬ᡃⓎ㐩ୖࡢ༴ᶵ≧ែᑻᗘ

248

��$ Ỉ‽㸦㟷ᖺᮇࡢᚰࡢⴱ⸨㸧

　　Ỵ᩿ຊḞዴ �.67� ���　��.03 ���　��.17**

　　ྠ୍ᛶᣑᩓ �.67� ���　��.15* ���　��.25***

　　⮬ᕫ཰⦰ �.50� ���　��.22** ���　��.21**

　　⮬ᕫ㛤♧ᑐ㇟ࡢḞዴ �.74� ���　��.16* ���　��.22***

　　ᐇ⾜ຊḞዴ �.38� ���　��.10 ���　��.20**

　　ぶࢺࣥࣞࣂࣅࣥ࢔ࡢ࡜ឤ᝟ �.56� ���　��.02 ���　��.10

　　ぶ࡜❧⊃ࡢࡽ࠿౫Ꮡࣥࣞࣂࣅࣥ࢔ࡢス�.58� ���　��.08 ���　��.05

����$ Ỉ‽඲య �.82� ���　��.13* ���　��.28***

　%Ỉ‽㸦㟷ᖺᮇࡢ୙㐺ᛂ㸧

　　⥭ᙇࡢࡑ࡜≧ἣࡢᅇ㑊 �.70� ���　��.28*** ���　��.23***

　　⢭⚄⾶ᙅ �.68� ���　��.15* ���　��.23***

　　㌟యⓗ③み �.44� ���　��.11 ���　��.13*

　　⛥なయ㦂ࡸ⢭⚄・㌟యⓗ཯ᛂ �.61� ���　��.20** ���　��.16**

　　㛢ࡾࡶࡇࡌ �.35� ���　��.44*** ���　��.58***

　　㌟యⓗ⑂ປឤ �.38� ���　��.39*** ���　��.33***

　　ᑐேⓗ㐣ᩄᛶ �.32� ���　��.21** ���　��.21**

　　%Ỉ‽඲య �.82� ���　��.40*** ���　��.42***

　ᑻᗘ඲య �.87� ���　��.27*** ���　��.38***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと日本∧ N E O - F F I との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は日本∧ N E O - F F I のㄪ࿴性（r= Ѹ . 3 1 , p< . 0 0 1 ）、ㄔᐇ性（r= Ѹ . 2 6 , p< . 0 0 1 ）

と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は⚄経⑕ഴྥ（r= . 2 2 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相

関を♧し、外ྥ性（r= Ѹ . 2 3 , p< . 0 0 1 ）、ㄪ࿴性（r= Ѹ . 2 1 , p< . 0 1 ）、ㄔᐇ性（r= Ѹ . 2 4 , p< . 0 0 1 ）と᭷意

なᙅい㈇の相関を♧した。

　すなわち、Ⓩ校ᅇ㑊行動はㄪ࿴性のపさ、ㄔᐇ性のపさと関㐃があり、Ⓩ校ᅇ㑊感情は⚄経⑕ഴ

ྥの高さ、外ྥ性のపさ、ㄪ࿴性のపさ、ㄔᐇ性のపさと関㐃があることが♧၀された。

（４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと自己・自我に関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと自己・自我に関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸶に♧した。

表㸶　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜⮬ᕫ・⮬ᡃに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ　

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

⮬ᑛឤ᝟ᑻᗘ
232

　ᑻᗘ඲య �.84�　　 ���　��.17** ���　��.20**

⮬ព㆑ᑻᗘ�

232　බⓗ⮬ព㆑ �.87�　　 ���　��.24*** ���　��.14*

　⚾ⓗ⮬ព㆑ �.86�　　 ����　�.06 ����　�.06
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　ᇶᮏⓗಙ㢗ឤᑐ୙ಙឤ �.54� ���　��.24*** ���　��.39***

　⮬ᚊᛶᑐ᜝・␲ᝨ �.72� ���　��.06 ���　��.28***

　⮬主ᛶᑐ⨥ᝏឤ �.61� ���　��.12* ���　��.28***

　໅ຮᛶᑐຎ➼ឤ �.76� ���　��.20** ���　��.38***

　ྠ୍ᛶᑐྠ୍ᛶᣑᩓ �.75� ���　��.22*** ���　��.43***

　ぶᐦᛶᑐᏙ❧ �.68� ���　��.04 ���　��.26***

��ᑻᗘ඲య �.90� ���　��.20** ���　��.46***

㟷ᖺᮇࡢ⮬ᡃⓎ㐩ୖࡢ༴ᶵ≧ែᑻᗘ

248

��$ Ỉ‽㸦㟷ᖺᮇࡢᚰࡢⴱ⸨㸧

　　Ỵ᩿ຊḞዴ �.67� ���　��.03 ���　��.17**

　　ྠ୍ᛶᣑᩓ �.67� ���　��.15* ���　��.25***

　　⮬ᕫ཰⦰ �.50� ���　��.22** ���　��.21**

　　⮬ᕫ㛤♧ᑐ㇟ࡢḞዴ �.74� ���　��.16* ���　��.22***

　　ᐇ⾜ຊḞዴ �.38� ���　��.10 ���　��.20**

　　ぶࢺࣥࣞࣂࣅࣥ࢔ࡢ࡜ឤ᝟ �.56� ���　��.02 ���　��.10

　　ぶ࡜❧⊃ࡢࡽ࠿౫Ꮡࣥࣞࣂࣅࣥ࢔ࡢス�.58� ���　��.08 ���　��.05

����$ Ỉ‽඲య �.82� ���　��.13* ���　��.28***

　%Ỉ‽㸦㟷ᖺᮇࡢ୙㐺ᛂ㸧

　　⥭ᙇࡢࡑ࡜≧ἣࡢᅇ㑊 �.70� ���　��.28*** ���　��.23***

　　⢭⚄⾶ᙅ �.68� ���　��.15* ���　��.23***

　　㌟యⓗ③み �.44� ���　��.11 ���　��.13*

　　⛥なయ㦂ࡸ⢭⚄・㌟యⓗ཯ᛂ �.61� ���　��.20** ���　��.16**

　　㛢ࡾࡶࡇࡌ �.35� ���　��.44*** ���　��.58***

　　㌟యⓗ⑂ປឤ �.38� ���　��.39*** ���　��.33***

　　ᑐேⓗ㐣ᩄᛶ �.32� ���　��.21** ���　��.21**

　　%Ỉ‽඲య �.82� ���　��.40*** ���　��.42***

　ᑻᗘ඲య �.87� ���　��.27*** ���　��.38***

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ

125大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘの㛤Ⓨ（⥆ሗ）

㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと自尊感情ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は自尊感情ᑻᗘと᭷意なᙅい㈇の相関（r= Ѹ . 2 0 , p< . 0 1 ）を♧した。

㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと自意識ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は自意識ᑻᗘのබ的自意識と᭷意なᙅい正の相関（r= . 2 4 , p< . 0 0 1 ）を♧した。

３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は R as m us s en の自我同一性ᑻᗘ日本ㄒ∧のᇶ本的信㢗感対不信感（r= Ѹ . 2 4 , 
p< . 0 0 1 ）、໅ຮ性対ຎ➼感（r= Ѹ . 2 0 , p< . 0 1 ）、同一性対同一性ᣑᩓ（r= Ѹ . 2 2 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 2 0 , 
p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情はᇶ本的信㢗感対不信感（r= Ѹ . 3 9 , p< . 0 0 1 ）、

自ᚊ性対᜝・␲ᝨ（r= Ѹ . 2 8 , p< . 0 0 1 ）、自主性対⨥ᝏ感（r= Ѹ . 2 8 , p< . 0 0 1 ）、໅ຮ性対ຎ➼感（r= Ѹ . 3 8 , 
p< . 0 0 1 ）、ぶᐦ性対Ꮩ❧（r= Ѹ . 2 6 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧し、同一性対同一性ᣑᩓ（r=

Ѹ . 4 3 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 4 6 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なẚ㍑的高い㈇の相関を♧した。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと㟷年ᮇの自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は㟷年ᮇの自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែᑻᗘの自己཰⦰（r= . 2 2 , p< . 0 1 ）、⥭張と

その状況のᅇ㑊（r= . 2 8 , p< . 0 0 1 ）、⛥な体㦂や⢭⚄・㌟体的反ᛂ（r= . 2 0 , p< . 0 1 ）、㌟体的⑂ປ感（r= . 3 9 , 
p< . 0 0 1 ）、対人的㐣ᩄ性（r= . 2 1 , p< . 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= . 2 7 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧し、

㛢じこもり（r= . 4 4 , p< . 0 0 1 ）、B Ỉ‽඲体（r= . 4 0 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なẚ㍑的ᙉい正の相関を♧した。

　Ⓩ校ᅇ㑊感情は同一性ᣑᩓ（r= . 2 5 , p< . 0 0 1 ）、自己཰⦰（r= . 2 1 , p< . 0 1 ）、自己㛤♧対㇟の欠ዴ（r= . 2 2 , 
p< . 0 0 1 ）、ᐇ行力欠ዴ（r= . 2 0 , p< . 0 1 ）、A Ỉ‽඲体（r= . 2 8 , p< . 0 0 1 ）、⥭張とその状況のᅇ㑊（r= . 2 3 , 
p< . 0 0 1 ）、⢭⚄⾶ᙅ（r= . 2 3 , p< . 0 0 1 ）、㌟体的⑂ປ感（r= . 3 3 , p< . 0 0 1 ）、対人的㐣ᩄ性（r= . 2 1 , p< . 0 1 ）、

ᑻᗘ඲体（r= . 3 8 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧し、㛢じこもり（r= . 5 8 , p< . 0 0 1 ）、B Ỉ‽඲体（r= . 4 2 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なẚ㍑的ᙉい正の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、Ⓩ校ᅇ㑊行動はබ的自意識の高さ、自我同一性のపさ（不信感、ຎ➼感、同一

性ᣑᩓ）、自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែ（不適ᛂ）と関㐃があり、Ⓩ校ᅇ㑊感情は自尊感情のపさ、自我

同一性඲⯡のపさ、自我Ⓨ㐩ୖの༴ᶵ状ែ඲⯡（ⴱ⸨・不適ᛂ）と関㐃があることが♧၀された。

（㸳）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと動ᶵ࡙け・ㄆ▱に関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと動ᶵ࡙け・ㄆ▱に関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表㸷に♧した。

表㸷　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜動ᶵ࡙ࡅ・ㄆ▱に㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ　

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟
㐩ᡂ動ᶵ ᐃᑻᗘ

247��⮬ᕫ඘ᐇⓗ㐩ᡂ動ᶵ �.85� ���　��.17** ���　��.26***

　➇தⓗ㐩ᡂ動ᶵ �.78� ���　��.09 ���　��.15*

ᡂຌᜍᛧ ᐃᑻᗘ��)61�

247
��ᑐேⓗ㓄៖ �.84� ���　��.06 ���　��.30***

　ᡂຌྰࡢᐃⓗឤ᝟ �.72� ���　��.03 ���　��.19**

　ඃ㉺ḧồࡢᑡなࡉ �.53� ���　��.08 ���　��.14*

᪂᏶඲主⩏ᑻᗘ

247
　᏶඲࡛࠺࠸࡜࠸ࡓࡾ࠶ḧồ �.80�　　 ���　��.18** ���　��.11
　⮬ศに㧗࠸┠ᶆࢆㄢࡍるഴྥ �.63�　　 ���　��.15* ���　��.19**

　࣑ス㸦ኻᩋ㸧ࢆ㐣ᗘにẼにࡍるഴྥ �.74�　　 ���　��.01 ���　��.17**

　⮬ศࡢ⾜動に₍↛ࡓࡋ࡜␲ࡘࡶࢆ࠸ഴྥ �.65� ���　��.20** ���　��.08
/RFXV�Rf�&RQWURO ᑻᗘ

120
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ᴦほᛶᑻᗘ
120　Ẽᴦࡉ �.83� ���　��.03 ���　��.04

　前ྥࡉࡁ �.78� ���　��.01 ���　��.22*

*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと㐩成動ᶵ 定ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は㐩成動ᶵ 定ᑻᗘの自己඘ᐇ的㐩成動ᶵ（r= Ѹ . 2 6 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅ

い㈇の相関を♧した。

㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと成ຌᜍᛧ 定ᑻᗘ （F S1 ） との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は成ຌᜍᛧ 定ᑻᗘ （F S1 ） の対人的㓄៖（r= . 3 0 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい正

の相関を♧した。

３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと᪂᏶඲主義ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は᪂᏶඲主義ᑻᗘの自分の行動に₍↛とした␲いをもつഴྥ（r= Ѹ . 2 0 , 
p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと L oc us  of  C ont rol ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は L oc us  of  C ont rol ᑻᗘ（r= Ѹ . 2 4 , p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

㸳）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘとᴦ観性ᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情はᴦ観性ᑻᗘの๓ྥきさ（r= Ѹ . 2 2 , p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、Ⓩ校ᅇ㑊行動は᏶඲主義（自分の行動に₍↛とした␲いをもつഴྥ）のపさと

関㐃をもち、一方、Ⓩ校ᅇ㑊感情は㐩成動ᶵ（自己඘ᐇ的㐩成動ᶵ）のపさ、成ຌᜍᛧ（対人的㓄

៖）の高さ、外的⤫ไのഴྥ、ᴦ観性（๓ྥきさ）のపさと関㐃を♧した。

（㸴）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと対人関ಀに関するᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘと対人関ಀに関するᑻᗘとの相関ಀᩘを表 1 0 に♧した。

㸯）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと㛤♧状況㉁問⣬との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は㛤♧状況㉁問⣬のᐙ᪘的状況（r= Ѹ . 2 9 , p< . 0 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 2 2 , 
p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

㸰）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと㟷年用アサーションᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情は㟷年用アサーションᑻᗘの関ಀᙧ成（r= Ѹ . 2 1 , p< . 0 1 ）、ㄝ得஺ （̈́r= Ѹ . 2 1 , 
p< . 0 1 ）、ᑻᗘ඲体（r= Ѹ . 2 5 , p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

３）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘとᏙ⊂感の㢮ᆺุูᑻᗘとの関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動はᏙ⊂感の㢮ᆺุูᑻᗘの人㛫同ኈの理解・ඹ感の可能性（r= Ѹ . 2 5 , 
p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情も同様に人㛫同ኈの理解・ඹ感の可能性

（r= Ѹ . 2 5 , p< . 0 0 1 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧した。

４）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘとຎ➼感㡯目との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊感情はຎ➼感㡯目の཭㐩࡙くりのୗ手さ（r= . 2 6 , p< . 0 1 ）と᭷意なᙅい正の相関

を♧した。

㸳）大学生不Ⓩ校ഴྥᑻᗘと P - F スࢹࢱィ（成人用）との関㐃

　本ᑻᗘのⓏ校ᅇ㑊行動は P - F スࢹࢱィ（成人用）の㞀害ඃ఩ᆺ（r= . 2 0 , p< . 0 5 ）と᭷意なᙅい正の

相関を♧した。Ⓩ校ᅇ㑊感情は自罰反ᛂ（r= Ѹ . 2 2 , p< . 0 5 ）と᭷意なᙅい㈇の相関を♧し、E Ѹ E （r= . 2 0 , 
p< . 0 5 ）と᭷意なᙅい正の相関を♧した。

　以ୖの⤖ᯝより、Ⓩ校ᅇ㑊行動はᏙ⊂感の高さ（人㛫同ኈの理解・ඹ感の可能性のపさ）と関㐃

をもち、Ⓩ校ᅇ㑊感情は、自己㛤♧のపさ（特にᐙ᪘状況）、アサーション඲⯡のపさ、Ꮩ⊂感の

高さ（人㛫同ኈの理解・ඹ感の可能性のపさ）、ຎ➼感の高さ（཭㐩࡙くりのୗ手さ）と関㐃をも

つことが♧された。
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表 10　኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ࡜ᑐே㛵ಀに㛵ࡍるᑻᗘࡢ࡜㛵㐃

Q
኱学⏕୙Ⓩᰯഴྥᑻᗘ　

Ⓩᰯᅇ㑊⾜動　 Ⓩᰯᅇ㑊ឤ᝟　

㛤♧≧ἣ㉁ၥ⣬

232

��ಶேⓗ≧ἣ �.77� ���　��.02 ���　��.12

��♫఍ⓗ≧ἣ �.79� ���　��.02 ���　��.14*

��㠀᪥ᖖⓗ≧ἣ �.51� ���　��.02 ���　��.18**

��ᐦ᥋ⓗ≧ἣ �.84� ���　��.07 ���　��.14*

　ᐙ᪘ⓗ≧ἣ �.35� ���　��.15* ���　��.29***

　ᑻᗘ඲య �.86� ���　��.05 ���　��.22**

㟷ᖺ⏝ࢧ࢔ーࣥࣙࢩᑻᗘ

165
　㛵ಀᙧᡂ �.74� ���　��.00 ���　��.21**

　ㄝᚓ஺΅ �.63� ���　��.01 ���　��.21**

　ᑻᗘ඲య �.78� ���　��.00 ���　��.25**

Ꮩ⊂ឤࡢ㢮ᆺุูᑻᗘ

232��ே㛫ྠኈࡢ⌮ゎ・ඹឤྍࡢ⬟ᛶ �.89� ���　��.25*** ���　��.25***

　⮬ᕫࡢಶูᛶࡢ⮬ぬ �.65� ���　��.14* ���　��.14*

ຎ➼ឤ㡯┠

165

　␗ᛶࡢ࠸࠶ࡁࡘࡢ࡜ⱞᡭࡉ �.95� ���　��.10 ���　��.16*

　学ᴗᡂ⦼ࡢᝏࡉ �.93� ���　��.16* ���　��.10

　運動⬟ຊࡢపࡉ �.96� ���　��.09 ���　��.09

　ᐙᗞỈ‽ࡢపࡉ �.84� ���　��.19* ���　��.09

　ᛶ᱁ࡢᝏࡉ �.85� ���　��.17* ���　��.11

　཭㐩࡙ࡢࡾࡃୗᡭࡉ �.90� ���　��.15 ���　��.26**

　⤫⋡ຊࡢḞዴ �.91� ���　��.16* ���　��.17*

　㌟యⓗ㨩ຊࡢなࡉ �.82� ���　��.10 ���　��.10

3�) ス࢕ࢹࢱ㸦ᡂே⏝㸧

104

��*&5 ���　��.05 ���　��.11

᪉ྥࣥࣙࢩࢵࣞࢢ࢔　

　　௚㈐ⓗ཯ᛂ ���　��.05 ���　��.14

　　⮬㈐ⓗ཯ᛂ ���　��.03 ���　��.12

　　↓㈐ⓗ཯ᛂ ���　��.11 ���　��.09

ᆺࣥࣙࢩࢵࣞࢢ࢔　

　　㞀ᐖඃ఩ᆺ ���　��.20* ���　��.11

　　⮬ᡃ㜵⾨ᆺ ���　��.08 ���　��.01

　　要ồᅛᇳᆺ ���　��.10 ���　��.10

　ྛスࢢࣥࣜ࢔ࢥᅉᏊ

　　௚㈐㐁ᕠ཯ᛂ ���　��.13 ���　��.06

　　௚⨩཯ᛂ ���　��.02 ���　��.16

　　௚㈐ᅛᇳ཯ᛂ ���　��.07 ���　��.06

　　⮬㈐㐁ᕠ཯ᛂ ���　��.15 ���　��.05

　　⮬⨩཯ᛂ ���　��.08 ���　��.22*

　　⮬㈐ᅛᇳ཯ᛂ ���　��.02 ���　��.01

　　↓㈐㐁ᕠ཯ᛂ ���　��.02 ���　��.05

　　↓⨩཯ᛂ ���　��.07 ���　��.06

　　↓㈐ᅛᇳ཯ᛂ ���　��.10 ���　��.11

　㉸⮬ᡃᅉᏊ

　　( ���　��.07 ���　��.14

����I ���　��.09 ���　��.07

　　(+I ���　��.10 ���　��.06

����(�( ���　��.12 ���　��.20*

　　,�I ���　��.05 ���　��.19

�����0�$��I ���　��.12 ���　��.11
*p<.05��**p<.01��***p<.001
��� ෆࡣȘಀᩘ
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　また、本ᑻᗘと P - F スࢹࢱィとの関㐃を検討した⤖ᯝによると、Ⓩ校ᅇ㑊行動は㞀害ඃ఩ᆺ（ࣇ

ラストレーションに対してᾘᴟ的な反ᛂであり、相手に直᥋表現できない対人関ಀの⬤ᙅさを♧す

反ᛂ）と関㐃性を♧した。また、Ⓩ校ᅇ㑊感情は自罰反ᛂのపさ（ࣇラストレーションの原因が自

分にあることを率直にㄆめてㅰ⨥するഴྥのపさ）と、 E - E （ᮍ⇍で⾪動的な攻撃性の高さ）と関

㐃をもつことが♧၀された。

̏ɹ·ͱΊͱޙࠓͷ՝୊
　本研究の⤖ᯝより、本ᑻᗘで 定される不Ⓩ校ഴྥは、「࣓ンࢱル࣊ルス」「適ᛂ」「ࣃーࣜࢼࢯティ

一⯡」「自己・自我」「動ᶵ࡙け・ㄆ▱」「対人関ಀ」に関する心理的特性と関㐃性をもつことがุ明し、

本ᑻᗘで 定される不Ⓩ校ഴྥの特ᚩをこれまで以ୖに明確に捉えることができた。↓ㄽ、それࡒ

れの心理的特性が不Ⓩ校ഴྥの要因となっていることを⿬௜けたものではないが、今後、因ᯝࣔࢹ

ルをᵓ⠏するୖで参考になるࢹーࢱが࿊♧されたと考えられる。また、本ᑻᗘは心理ᑻᗘとして一

定Ỉ‽以ୖの信㢗性とጇ当性をഛえていると考えられるが、本ᑻᗘの高い᭷ຠ性をಖドするために

も、今後、さらに大つᶍかつ多様なࢹーࢱを཰㞟し、ᐇド的検討を⥅⥆する必要がある。
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　また、本ᑻᗘと P - F スࢹࢱィとの関㐃を検討した⤖ᯝによると、Ⓩ校ᅇ㑊行動は㞀害ඃ఩ᆺ（ࣇ

ラストレーションに対してᾘᴟ的な反ᛂであり、相手に直᥋表現できない対人関ಀの⬤ᙅさを♧す

反ᛂ）と関㐃性を♧した。また、Ⓩ校ᅇ㑊感情は自罰反ᛂのపさ（ࣇラストレーションの原因が自

分にあることを率直にㄆめてㅰ⨥するഴྥのపさ）と、 E - E （ᮍ⇍で⾪動的な攻撃性の高さ）と関

㐃をもつことが♧၀された。

̏ɹ·ͱΊͱޙࠓͷ՝୊
　本研究の⤖ᯝより、本ᑻᗘで 定される不Ⓩ校ഴྥは、「࣓ンࢱル࣊ルス」「適ᛂ」「ࣃーࣜࢼࢯティ

一⯡」「自己・自我」「動ᶵ࡙け・ㄆ▱」「対人関ಀ」に関する心理的特性と関㐃性をもつことがุ明し、

本ᑻᗘで 定される不Ⓩ校ഴྥの特ᚩをこれまで以ୖに明確に捉えることができた。↓ㄽ、それࡒ

れの心理的特性が不Ⓩ校ഴྥの要因となっていることを⿬௜けたものではないが、今後、因ᯝࣔࢹ

ルをᵓ⠏するୖで参考になるࢹーࢱが࿊♧されたと考えられる。また、本ᑻᗘは心理ᑻᗘとして一

定Ỉ‽以ୖの信㢗性とጇ当性をഛえていると考えられるが、本ᑻᗘの高い᭷ຠ性をಖドするために

も、今後、さらに大つᶍかつ多様なࢹーࢱを཰㞟し、ᐇド的検討を⥅⥆する必要がある。
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